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第１ 組織

（危機管理監） 危機管理課 危機管理・国民保護班
防災対策班
地域防災推進班
防災通信班

消防保安課 消防班
保安班
消防防災航空センター

消防学校
総合政策局 秘 書 課

公聴広報課 公聴広報班
晴れの国イメージアップ推進班

政策推進課 政策班
推進班
連携班

東京事務所
地方創生推進室

統計分析課 人口統計班
経済統計班
分析活用班

総 務 部 総務学事課 学事班
総務班
経理班
法制班
行政情報・不服審査班

県立記録資料館
人 事 課 人事班

給与班
評価班
職員厚生班

自治研修所
行政改革推進室

財 政 課

財産活用課 庁舎管理班
庁舎営繕班
県庁舎耐震化班
財産活用班

税 務 課 企画税制班
電算管理班
収税班
直税班
間税・自動車課税班
特別徴収班

県民生活部 県民生活交通課 県民局 税 務 部
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第２ 機構系統別事務分掌 
 
１ 各課（室）及び出先機関等事務分掌 
(1) 知事直轄  

   ア 本庁 

課（室）名 班  名 分  掌  事  務 

危機管理監 
        ２名 

 １  危機管理に係る体制強化等危機管理の総合調整に関すること 
 

危機管理課 
22名 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

危機管理・
国民保護班 
 
 
 
 

１ 危機管理の総合調整に関すること 
２ 国民保護に関すること 
３  国民保護協議会に関すること 
４ 原子力防災に関すること 
５ 自衛官の募集に関すること 
６ 東日本大震災避難者等の支援に関すること 

防災対策班 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策の総合調整に関すること 
２ 防災会議及び災害対策本部に関すること 
３ 南海トラフ地震等地震対策に関すること 
４ 津波防災対策に関すること（他課の分掌に属するものを除                            
く。） 

５ 風水害等防災対策に関すること 
６ 国土強靱化の総合調整に関すること 

地域防災推
進班 
 

１ 自主防災活動の推進に関すること 
２ 要配慮者対策の推進に関すること 
３ 防災知識の普及・啓発に関すること 

防災通信班 
 
 

１ 防災情報ネットワーク・総合防災情報システム等の整備及び
運用に関すること 

２ 防災行政無線その他無線施設の維持管理に関すること 

消防保安課 
12名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消 防 班 
 

１ 市町村の消防に関すること  
２ 消防学校に関すること 

保 安 班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 消防危険物の規制に関すること 
２ 危険物取扱者に関すること 
３ 火薬類の取締りに関すること 
４ 消防設備士に関すること 
５ 高圧ガスの保安に関すること 
６ 電気工事業の業務の適正化に関すること 
７ 電気工事士に関すること 
８ 電気用品の安全に関すること 
９ 石油コンビナートの災害防止及び石油コンビナート等防災本
部に関すること 

消防防災航
空センター 

１ 消防防災ヘリコプターの運航に関すること 
 

   イ 出先機関 

課（室）名 所 在 地 課  名 分  掌  事  務 

消 防 学 校 
５名 

 
 
 

岡山市東区
瀬戸町肩脊
1170 
 
 

 
 
 
 
 

１ 教育訓練計画の樹立及び実施に関すること 
２ 訓練生の入校、退校、卒業その他身分の取扱い 
に関すること 

３ 訓練生の指導に関すること 
４ その他教務に関すること 
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 (2) 総合政策局 
  ア 本庁 

課（室）名 班  名 分  掌  事  務 

総合政策局 
４名 

 
 

１ 局の統括に関すること 
 

秘 書 課 
10名 

 

 

 
 
 
 

１ 知事及び副知事の秘書に関すること 
２ 庁内の儀式に関すること 
３ 栄典及びほう賞に関すること 
４ 陳情の処理に関すること 

 公聴広報課 
12名 

 
 
 
 
 
 

公聴広報班
      
 
 
 
 

１ 県の行政施策の広報に関すること 
２ 県が行う広報活動の調整に関すること 
３ 市町村の広報及び公聴活動に係る助言及び連絡調整に関する
 こと 
４ 報道機関及び広報関係団体との連絡調整に関すること 
５ 県政に係る公聴に関すること 

晴れの国イメージ
アップ推進班 

１ 県の魅力等の情報発信及びイメージアップの推進に関すること                            
 

  

政策推進課 
15名 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

政 策 班 
 
 
 

１ 政策の企画及び立案に関すること 
２ 県行政の長期構想並びに中期行動計画の策定及び推進に関す
 ること 
３ 総合教育会議に関すること 

推 進 班 
 
 
 

１  政策の推進に関すること 
２ 県政の重要課題についての国への提言及び要望に関すること 
３ 行政評価に関すること 
４ 政策推進会議に関すること 

連 携 班 
 
 

１ 広域連携等の推進に関すること 
２ 地方分権改革の推進に関すること 
３  全国知事会等に関すること 

 
 
 
 

地方創生推進室 
４名 

 
 

１ おかやま創生総合戦略推進本部に関すること。 
２ 地方版総合戦略及び人口ビジョンに関すること。 
３ 地域再生計画（他課の分掌に属するものを除く。）に関する 
 こと。 

 統計分析課 
27名 

 
 
 
 
 
 
 
 

人口統計班 
 
 
 

１  国勢調査に関すること 
２ 労働力調査に関すること 
３ 家計調査に関すること 
４ 岡山県毎月流動人口調査に関すること  

経済統計班 
 
 
 
 
 

１ 経済センサスに関すること 
２ 小売物価統計調査に関すること 
３ 学校基本調査及び学校保健統計調査に関すること 
４ 工業統計調査に関すること 
５ 農林業センサス及び漁業センサスに関すること 
６ 毎月勤労統計調査に関すること 
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分析活用班 
 
 
 
 
 
 
 

１ 県民経済計算及び市町村民経済計算に関すること 
２ 産業連関表に関すること 
３ 鉱工業指数に関すること 
４ 統計研修に関すること 
５ 統計関係者の叙勲、褒章、表彰に関すること 
６ 統計教育・統計グラフコンクールに関すること 
７ 統計調査員確保対策事業に関すること 
８ 統計の普及、分析及び利活用に関すること 

 イ 出先機関 

出先機関名 所 在 地 課  名 分   掌   事   務 

東京事務所 
13名 

 
 
 

東京都千代 
田区平河町 
２－６－３ 
都道府県会 
館10階 

行 政 課 
        
 

１ 国会、中央各省庁及び東京岡山県人会その他関 
 係機関との連絡、調査及び折衝に関すること 
２ 庶務に関すること 

営 業 課 
 
 

１ 企業誘致、首都圏アンテナショップの運営、観光
・物産のＰＲ及び県産品の販路開拓に関すること 
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 (3) 総務部 
   ア 本庁 

課（室）名 班  名 分  掌  事  務 

 総  務  部 
２名 

 
 

１ 部の統括に関すること 
 

 総務学事課 
43名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 事 班 
 
 
 
 
 

１ 私立学校、私立専修学校及び私立各種学校並びに学校法人の 
 認可に関すること 
２ 私立学校審議会に関すること 
３ 私学助成に関すること 
４ 学校法人吉備高原学園に関すること 
５ 公立大学法人岡山県立大学に関すること 

総 務 班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 知事直轄、総合政策局及び総務部内（以下「部内」という) 
職員の身分取扱い、研修及び福利厚生に関すること 

２ 部内事務処理合理化の実施及び調整並びに行政資料の整理保 
 管に関すること 
３ 行幸啓等及び皇室に関すること 
４ 名誉県民顕彰制度に関すること 
５ 岡山県土地開発公社、一般社団法人岡山県総合協力事業団、 
 公益社団法人おかやまの森整備公社、公益財団法人岡山県環境
保全事業団及び公益財団法人岡山県下水道公社の業務と県行政
の総合調整及び当該業務の監理の総括に関すること 

６ 部内各課の連絡調整及び部内各課の所管に属さない事項並び 
 に他の部局の分掌に属さない事項に関すること 
７ 知事等の職印及び県印の管守に関すること 
８ 文書の収受、配布及び発送に関すること 
９ 証明事務の総括に関すること 
10 部内の重点施策の策定及び調整に関すること 
11 重点事業実施の総合調整及び進行管理に関すること 
12 岡山県三木記念事業に関すること 
13 行政対象暴力対策に関すること 
14 岡山県県民栄誉賞に関すること 
15 公益法人の総括に関すること 

経 理 班 
    

１ 部内の予算、決算及び経理事務に関すること 
２ 部内の物品の管理保管に関すること 

法 制 班 
     
 
 
 
 

１ 契約文書、条例、規則等の審査に関すること 
２ 例規の整備保管に関すること 
３ 県公報に関すること 
４ 行政書士に関すること 
５ 法制審議会に関すること 
６ 訴訟に関する事務の助言及び連絡調整に関すること 

行政情報・
不服審査班 
 
 
 

１ 行政情報の公開に関すること 
２  県の保有する個人情報の保護に関すること 
３ 行政不服等審査会に関すること 
４  完結文書の保存、整理及び廃棄に関すること 
５ 文書事務の指導に関すること 
６ 知事の資産等の公開に関すること 
７ 県立記録資料館に関すること 
８ 公印の改廃に関すること 
９ 審査請求に係る連絡調整及び審理員に関すること 
10 宗教法人に関すること 
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課（室）名 班  名 分  掌  事  務 

人 事 課 
24名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人 事 班      
       
 
 
 

１ 職員の定数管理に関すること 
２ 職制に関すること 
３ 職員の任免、表彰及び服務に関すること 
４ 職員の勤務時間その他勤務条件に関すること 
５ 人事委員会との連絡に関すること 

給 与 班      
       
 
 

１ 職員の給与に関すること 
２ 特別職報酬等審議会に関すること 
３ 非常勤職員の公務災害補償に関すること 
４ 地方公務員災害補償基金岡山県支部に関すること 

評 価 班      
       
 

１ 人事評価制度に関すること 
２ 自治研修所に関すること 
３ 職員の分限、懲戒に関すること 

職員厚生班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 職員の健康管理に関すること 
２ 職場環境管理に関すること 
３ 安全衛生体制整備に関すること 
４ 職員の福利厚生に関すること 
５ ライフプラン対策に関すること 
６ 恩給に関すること 
７ 児童手当及び叙勲に関すること 
８ 財産形成貯蓄に関すること 
９ 地方職員共済組合岡山県支部及び一般財団法人岡山県職員互
 助会に関すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

行政改革推進室 
  ６名 

 
 
 
 
 
 
 

１ 行政改革の推進に関すること 
２  行政組織に関すること（職制を除く） 
３ 職員の定数に関すること（管理を除く） 
４ 行政考査に関すること 
５ 職員提案制度に関すること 
６ 内部統制に関すること 
７ 監査委員との連絡に関すること 
８ 外部監査制度に関すること 
９  事務改善に関すること 
10 ＰＦＩの導入の推進に関すること 

 財 政 課      
15名 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

１ 予算の編成に関すること 
２ 予算執行の調整及び調査に関すること 
３ 基金（定額の資金を運用するための基金を除く）の管理に関 
 すること 
４ 県議会との連絡に関すること 
５ 歳入確保対策の総合調整に関すること 
６ 県の滞納債権（県税に係るものを除く）の管理に係る指導及 
び支援に関すること 

７ その他財政に関すること 

財産活用課 
23名 

 

庁舎管理班 
 
 
 
 

１ 県庁舎の管理及び秩序の維持に関すること 
２ 県庁舎の案内業務に関すること 
３ 県庁舎内の遺失物に関すること 
４ 財産活用課管理に係る県公舎の維持管理に関すること 
５ 知事部局の県有施設に係るエネルギー管理に関すること 
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課（室）名 班  名 分  掌  事  務 

 庁舎営繕班 
 
 
 
 

１ 県庁舎等の建設及び保守営繕に関すること 
２ 県庁舎等の電気設備、機械設備等の維持管理に関すること 
３ 県庁舎等の電話設備その他通信設備の維持管理に関すること 
４ 県有建物の営繕（建築営繕課の分掌に属するものを除く）に 
関すること 

県庁舎耐震
化班 

 
１ 県庁舎の耐震改修に関すること 
 
 

財産活用班 
     
 
 
 
 
 
 

１ 公共施設マネジメントに関すること 
２ 公有財産及び債権に関する事務の総括に関すること 
３ 公有財産の取得、管理、処分及び活用に関すること 
４ 土地の取得又は処分に係る総合調整に関すること 
５ 岡山県職員の職務発明等に係る事務に関すること 
６ 岡山県土地開発基金の運用に関すること 
７ 国有資産等所在市町村に対する交付金に関すること 
８ 岡山県公有財産審議会に関すること 

税 務 課 
29名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企画税制班 
       
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 税務行政の企画及び運営に関すること 
２ 租税制度及び税制改正に関すること               
３ 県税条例及び通達に関すること       
４ 県民局税務部との連絡調整に関すること   
５ 税務訴訟及び不服申立てに関すること 
６  地方税の電子化に関すること 
７ 岡山地方税務協議会に関すること 
８ 税務広報に関すること 
９ ふるさと納税の推進に関すること 
10 個人県民税の特別徴収の推進に関すること 

電算管理班 
 

１  税務事務トータルシステムの運用に関すること 
２ 電子申告・納税システムの運用に関すること 

 
収 税 班 
       
 
 
 

１ 県税の徴収対策に関すること 
２ 県税の収納管理に関すること 
３ 県税の予算及び決算に関すること 
４ 地方交付税（基準財政収入額）及び地方譲与税に関すること 
５ 市町村交付金に関すること 

直 税 班 
 
 
 

１ 県税のうち直税（自動車税を除く）及び特別法人事業税等の賦
課徴収に係る企画及び指導に関すること 

２ 県税の特例措置に関すること 
３ 公益法人の指導・監査に関すること 

間税・自動
車課税班 
 
 

１ 県税のうち間税（県たばこ税を除く）、自動車税（環境性能別
・種別割）の賦課徴収に係る企画及び指導に関すること 

２ 地方消費税の清算及び県たばこ税の賦課徴収に関すること 
３  不正軽油対策に関すること 
４  軽油引取税の犯則取締りに関すること 
５ 納税対策等補助金に関すること 

特別徴収班 
 

１ 岡山県滞納整理推進機構に関すること 
２ 個人住民税等の滞納整理に関すること 
３ 市町村との連絡調整に関すること 
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  イ 出先機関 

出先機関名 所 在 地 課  名 分   掌   事   務 

県立記録資 
 料館 

４名 
 
 

岡山市北区 
南方２－13 
－１ 
 
 

 
 
 
 
 

１ 記録資料の収集、整理、保存及び閲覧その他の 
一般の利用に関すること 

２ 記録資料についての調査研究、専門的な知識の
 普及及び啓発に関すること 
３ 県の歴史、資料集等の編さん及び刊行に関する
こと 

自治研修所 
        
  
  
  

岡山市中区 

古京町１－ 

７－３６ 
 
 

 
 
 
 
 

１ 研修の企画、調査及び研究に関すること 
２ 研修の実施及び研修結果の分析に関すること 
３ 研修を受ける者の服務に関すること 
４ その他研修の実施のために必要な業務に関する 
 こと 
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 (4) 県民局税務部各課 

局   名 課   名 分    掌    事    務 

備   前 
98名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収 納 管 理 課 
 
 
 
 
 
 
 

１ 徴収金の収納及び管理に関すること 
２ 過誤納徴収金の還付又は充当に関すること 
３ 督促状の発付に関すること 
４ 納税証明書の交付に関すること 
５  口座振替に関すること 
６ 証紙代金収納印の押印手数料の交付に関すること 
７ 税務広報に関すること 
８  庶務に関すること 

収 税 課 
        
 

１ 徴収金の徴収及び滞納処分に関すること 
２ 滞納処分の執行停止及び欠損処分に関すること 
３ 滞納処分の引継ぎに関すること 

滞 納 整 理 課 
 
 
 
 

１ 徴収金の徴収及び滞納処分に関すること    
２ 滞納処分の執行停止及び欠損処分に関すること   
３ 滞納処分の引継ぎに関すること      
４ 差押物件の換価・配当に関すること               
５ 差押の解除に関すること 

直 税 課 
        
 
 
 

１ 県民税・事業税、狩猟税及び鉱区税の賦課に関するこ
と 

２ 外形標準課税対象法人等の調査に関すること 
３ 特例条例の処理に関すること 
４ 法人県民税・事業税の電子申告等に関すること 

不 動 産 
取 得 税 課 
 

１ 不動産取得税の賦課に関すること 
２ 特例条例の処理に関すること  
３ 家屋評価員の育成指導に関すること         

課 税 課 
   
       
 
 

１ 自動車税環境性能割、自動車税種別割、ゴルフ場利用
税、軽油引取税及び産業廃棄物処理税の賦課等に関する
こと 

２ ゴルフ場利用税、軽油引取税及び産業廃棄物処理税の
調査及び犯則取締りに関すること 

３ 自動車税（環境性能割・種別割）の審査及び指導に関
すること 

備   中 
61名 

 
 
 
 
 
 
 

収 納 管 理 課 
 

「備前」の「収納管理課」に同じ（証紙代金収納印の押印
手数料の交付に関することを除く） 

収 税 課 「備前」の「収税課」に同じ 

滞 納 整 理 課 「備前」の「滞納整理課」に同じ  

課 税 課 
 
 

「備前」の「直税課」「課税課１及び２」に同じ（特定配
当等に係る県民税、特定株式等譲渡所得金額に係る県民税
及び鉱区税除く） 

不 動 産 
取 得 税 課 

「備前」の「不動産取得税課」に同じ 
 

美   作 
28名 

 

収 税 課 
 
 

「備前」の「収納管理課」「収税課」「滞納整理課」に同
じ（証紙代金収納印の押印手数料の交付に関することを除
く） 

課 税 課 
 
 

「備前」の「直税課」「不動産取得税課」「課税課１及び
２」に同じ（特定配当等に係る県民税、特定株式等譲渡所
得金額に係る県民税及び鉱区税除く） 
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２ 委員会、審議会、協議会等一覧（※法令に基づくもの） 

所管課(室)名 名   称 根 拠 条 例 等        担 任 す る 事 務             

危機管理課       

 

 

 

 

 

 

 

岡山県災害対策

本部 

災害対策基本法 

 

災害の予防、応急対策等に関する事務 

 

岡山県防災会議 

 

災害対策基本法 

 

地域防災計画の作成及び実施の推進、防災に

関する重要事項の審議等に関する事務 

岡山県国民保護

協議会 

 

 

武力攻撃事態等

における国民の

保護のための措

置に関する法律 

国民の保護のための措置に関する重要事項

の審議及び意見の具申に関する事務 

 

消防保安課       

 

 

 

 

 

 

岡山県石油コン

ビナート等防災

本部 

石油コンビナー

ト等災害防止法 

 

石油コンビナート等防災計画の作成及び実

施の推進、災害発生時における関係行政機関

等との連絡調整に関する事務 

広島県及び岡山 

県石油コンビ 

ナート等防災本

部協議会 

石油コンビナー

ト等災害防止法 

 

 

福山・笠岡地区特別防災区域に係る石油コン

ビナート等防災計画の作成及び実施の推進

に関する事務 

 

総務学事課       岡山県三木記念

事業基金運営審

議会 

岡山県附属機関 

条例 

 

岡山県三木記念事業基金の運営に関する重

要事項についての審議及び意見の具申に関

する事務 

岡山県私立学校

審議会 

 

 

 

 

私立学校法 

 

 

 

 

 

私立学校（私立大学及び私立高等専門学校を

除く）、私立専修学校及び私立各種学校の設

置等並びにこれらの学校を設置する法人の

設立等についての審議並びにこれらの学校

に関する重要事項についての知事に対する

建議に関する事務 

岡山県行政不服

等審査会 

 

 

 

 

 

岡山県行政不服

等審査会条例 

 

 

 

 

 

 

岡山県行政情報公開条例に基づく諮問に係

る審査請求及び行政情報の公開の総合的な

推進に関する重要施策についての調査審議

及び意見の具申、岡山県個人情報保護条例に

基づく諮問に係る審査請求及び個人情報の

保護に関する重要施策についての調査審議

及び意見の具申に関する事務並びに行政不

服審査法に基づく諮問についての調査審議

及び意見の具申に関する事務 

岡山県公益認定

等委員会 

 

 

公益社団法人及

び公益財団法人

の認定等に関す

る法律 

公益認定等に関する調査審議及び意見の具

申、措置をとるべき旨の勧告並びに公益法人

等に対する報告徴収及び立ち入り検査等に

関する事務 
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所管課(室)名 名   称 根 拠 条 例 等        担 任 す る 事 務             

人 事 課       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県特別職報

酬等審議会 

 

岡山県附属機関 

条例 

 

議会の議員の議員報酬の額並びに知事及び

副知事の給料の額についての審議及び意見

の具申に関する事務 

岡山県公務災害

補償等認定委員

会 

 

非常勤の職員の

公務災害補償等

に関する条例 

 

議会の議員その他の非常勤の職員について、

災害が発生した場合、その災害が公務上の災

害又は通勤災害であるかどうかについての

意見の具申に関する事務 

岡山県公務災害

補償等審査会 

 

 

非常勤の職員の

公務災害補償等

に関する条例 

 

公務災害又は通勤災害の認定、療養の方法、

補償金額の決定その他補償の実施について

の不服の申立てに対する審査裁定に関する

事務 

行政改革推進室       

 

 

岡山県地方独立 

行政法人評価委

員会 

岡山県地方独立

行政法人評価委

員会条例 

地方独立行政法人の業務の実績に関する評

価並びに中期目標を定めるとき等の調査審

議及び意見の具申に関する事務 

財産活用課       

 

岡山県公有財産 

審議会 

岡山県附属機関 

条例 

公有財産に関する重要事項の調査審議及び

意見の具申に関する事務 
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第３ 主な施策・事業 

１ 防災・危機管理対策の 
推進 

 
 

 大規模な自然災害や事故災害、武力攻撃事態等に迅速・的確
に対応するため、防災・危機管理体制の整備を図るとともに、
県内市町村及び防災関係機関との緊密な連携のもとに、各種災
害等への防災・危機管理対策を積極的に推進する。 

２ 消防・保安対策の推進 
 
 

 消防団充実強化のための啓発支援事業や消防防災ヘリコプ
ターの運航等により消防防災力の一層の強化を図るとともに、
コンビナート防災体制の強化を積極的に推進する。 

３ 公聴活動の推進 
 
 

 県民の意見・提言を県政に反映させるために、「知事と一緒
に生き活きトーク」や「県政への提言」を実施し、県民の県政
に対する意見・ニーズを的確に把握する。 

４ 広報活動の推進  各種広報媒体の特色を生かしたわかりやすい広報を実施する。 

５ イメージアップ・情報 
発信の推進 

 岡山県の有する優れた魅力を広く県内外にＰＲし、イメージ
アップを図る。 

６ 新晴れの国おかやま生
き活きプランの推進 

 生き活き岡山の実現に向けて、県政推進の羅針盤である新生
き活きプランを総合的、効果的に推進する。 

７ 第３次晴れの国おかや
ま生き活きプラン（仮称）
の策定 

 令和２年度で、新晴れの国おかやま生き活きプランの計画期
間が終了するため、第３次晴れの国おかやま生き活きプラン
（仮称）を策定する。 

８ 部局横断型政策課題へ 
の取組の推進 

 

 政策推進会議の開催等により、政策議論の活性化や方針決定
の迅速化を図るとともに、部局横断型政策課題への機動的な取
組を推進する。 

９ 地方分権改革の推進 
 

 国から地方への事務・権限の移譲や地方に対する規制緩和の
実現に取り組むなど、分権改革を推進する。 

10 広域連携等の推進 
 

 県の枠組みを越えた行政課題に適切に対応するため、様々な
分野で広域連携等を推進する。 

11 おかやま創生の推進  おかやま創生総合戦略に掲げる対策を迅速かつ的確に推進
するとともに、令和２年度で、現行のおかやま創生総合戦略の
計画期間が終了するため、第２期おかやま創生総合戦略（仮称）
を策定する。 

12 統計情報の活用 
 

  各種統計調査等において円滑な実施、精度の向上に努めると
ともに、これまで蓄積した統計情報の活用を促進し、より効果
的な県の施策の推進に資する。 

13 情報公開の推進と個人 
情報の保護 

県民の県政に対する理解と信頼を深め、県民参加による公正
で開かれた県政を一層推進するため、行政情報の公開の総合的
な推進を図る。 
 また、個人情報の保護を推進する。 

14 私学教育の振興 
 

独自の建学精神と教育方針のもとに特色ある教育活動を行
う私立学校に対して、経営の健全性を高め、教育条件の維持・                           
向上と保護者負担の軽減を図るため、各種補助事業を通じて、
私学教育の振興に努める。 
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15  公立大学法人岡山県立 
大学の運営 

 
 

平成19年４月１日に設立された公立大学法人岡山県立大学
の設立団体として、地方独立行政法人法に基づく各種事務手続
を行うとともに、県立大学が地域に期待される拠点大学となる
よう働きかけを行っていく。 

16 行財政改革の推進 
 
 
 

岡山県行財政経営指針【平成２９年３月版】等に基づき、引
き続き、これまでの行財政改革の取組の成果を維持しつつ、効
率的・効果的な県政を推進するため、事務事業や仕事のやり方
の見直し、職員の意識改革、簡素で効率的な組織体制の整備な
ど不断の改革・改善等に取り組む。 

17 公共施設マネジメント
の推進 

岡山県公共施設マネジメント方針【平成２９年３月策定】に
基づき、公共建築物及びインフラ施設の老朽化対策を推進す
る。 

18 歳入確保対策の取組 
(1) 県税収入の確保 
 
 
 
 

県税収入率の向上を図るため、厳正かつ迅速な滞納処分を行
う。また、税収確保に向け、県税の収入未済額の約７割を占め
る個人県民税の徴収対策を重点的に進めることとし、岡山県滞
納整理推進機構を通じて、市町村に対する徴収面での直接的な
支援を行う。さらに、平成28年度から開始した個人住民税特別
徴収の徹底について、引き続き市町村と共同して着実に実施す
るなど、滞納額の縮減に努める。 

(2) 税外滞納債権の縮減 
 
 
 
 

税外滞納債権の縮減目標の進捗管理を徹底し、滞納債権の縮
減に取り組む。また、嘱託弁護士による法律相談や研修会の開
催、法的手段を前提とした弁護士への業務委託、債権管理条例
に基づく適切な債権管理に係る指導・助言などにより、債権担
当課に対する支援を行う。 

(3) その他の取組 
 
 
 

毎年度、安定的に収入を見込むことができる歳入を確保する
観点から、これまでの取組を維持するとともに、引き続き、さ
らなる広告の活用など、効果の高い方策を中心に取組の検討を
行う。 

 



- 14 - 

第４ 主要事業 

危 機 管 理 課        

１ 地域防災力の向上 

  平成 30 年７月豪雨災害の教訓等を踏まえながら、市町村や防災関係機関等との連携のも

と、自助・共助・公助の観点に立った防災対策を推進し、地域防災力の向上を図る。 

(1) 防災体制の強化 

大規模災害時においても機能不全に陥らないよう、ハード・ソフト両面から防災対策を

推進するために策定した国土強靭化地域計画について、国の基本計画の見直しや過去の災

害から得られた知見等を踏まえ、見直しを行う。 

また、被災者の救出・救助等の応急対応や、大規模災害時の応援の受入れ、被災市町村

の支援などを迅速かつ的確に実施するため、国、市町村、防災関係機関等と連携しながら、

地域防災計画や受援計画等に基づき、防災体制の強化を図る。 

 

(2) 地域における取組の促進 

災害時、被害の拡大防止や人命保護を円滑に行うことができるよう、自主防災組織の活

動支援や、地域住民を主体とした地区防災計画の作成支援、地域の防災リーダー養成、要

配慮者の支援に向けた福祉部門の職員に対する防災研修会の開催などにより、地域におけ

る取組を促進する。 

 

(3) 県民の防災意識の向上 

県民が「自らの命は自らが守る」という意識を持ち、自らの判断で避難行動をとること

ができるよう、防災意識を啓発するセミナーの開催や、「ももたろうの防災」、「防災ワ

ークシート」などの啓発資材を活用した普及啓発活動の推進などにより、防災意識の向上

に取り組む。 

 

 (4) 防災訓練の充実・強化 

   南海トラフ地震や大規模な風水害等に備えるため、市町村や防災関係機関、民間事業者

等と連携し、ロールプレイング方式による図上訓練や実践的な実動訓練等について、不断

の見直しを行いながら実施する。 

   ＜主な訓練＞ 

訓練の名称 
実施時期 

（予定含む） 
訓 練 の 概 要 

県庁非常参集訓練
（実動） 

４月 10日(金) 
  新年度を迎え、勤務時間外に大規模災害が発生した場合を
想定した非常参集訓練を実施する。 

水害特別防災訓練 
（図上） 
（実動） 

５月 21日(木) 

  出水期を前に、風水害を想定し、県と市町村、防災関係機関
間の情報収集・伝達、災害対策本部運営などの訓練を実施す
る。  
（令和元年度参加者 約 470 名） 
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総合防災訓練 
（実動） 

９月６日(日) 

 県や市町村、防災関係機関、地域住民が一体となり、大規模
地震発生時における避難、人命救助を中心とした応急対応や
支援物資の輸送等の訓練を実施する。 
（令和元年度参加者 約 860 名） 

原子力防災訓練 
（図上） 

10 月中旬 

 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構人形峠環境技術
センタ－での事故を想定し、国、県をはじめとする防災関係
機関が連携した緊急対応等の訓練を実施する。 
（令和元年度参加者 約 80名） 

物資オペレーショ
ン訓練 
（実動） 

11 月５日(木) 

  県の１次物資拠点（防災航空物資センター）～市町村の２
次物資拠点～避難所までを連携させた物資物流体制強化のた
めの訓練を実施する。 
（令和元年度参加者 約 70名） 

図上防災訓練 
（図上） 
（実動） 

令和３年 

１月 12日(火) 

 南海トラフ地震を想定し、県と市町村、防災関係機関間の
情報収集・伝達、災害対策本部運営などの訓練を実施する。 
また、市町村の実情に応じた避難訓練等の実動訓練と連携 

させる。 
（令和元年度参加者 約 450 名） 

国民保護共同訓練 
（図上） 

令和３年 

１月下旬 

  テロリストによる爆破事案を想定し、緊急対処事態認定前
の県及び市町村の初動対応、県国民保護対策本部の設置運営
等の訓練を行う。 
（平成 28年度参加者 約 300名、30 年度中止） 

Ｌアラート全国合
同訓練 

５月 28日(木) 

 出水期を前に、Ｌアラート（災害情報共有システム）への情
報入力・発信の習熟と普及促進を目的として、全国の県、市町
村、ライフライン事業者、放送事業者等が合同で情報伝達訓
練を実施する。 
本県では、県総合防災情報システムを通じたＬアラートへ

の情報発信訓練として実施する。 

Ｊアラート全国一
斉情報伝達試験 

５月 20日(水) 

10 月７日(水) 

令和３年 

２月 17日(水) 

 Ｊアラート（全国瞬時警報システム）による国民保護情報
の住民への確実な伝達を目的として、全国一斉の情報伝達試
験を実施する。 

緊急地震速報訓練 
６月 17日(水) 

11 月５日(木) 

 Ｊアラートによる緊急地震速報の住民への確実な伝達を目
的として、全国一斉の情報伝達訓練を実施する。 
併せて、集中配備室要員の参集訓練を実施する。 

 

 (5) 広域防災対策の推進 

   大規模な災害が発生した場合に、他の地方公共団体との協定や「被災市区町村応援職員

確保システム」に基づく広域的な支援が円滑かつ迅速に行えるよう、県と市町村の職員が

一体となって被災地の支援を行う「チームおかやま」による広域支援体制を整備するなど、

広域防災力の強化に取り組む。 

 

２ 危機管理体制の整備 

  県民の生命、身体及び財産に重大な被害を及ぼす大規模な自然災害や事故、事件による災

害等が発生又は発生するおそれがある場合において、情報の収集伝達や応急対策を迅速かつ

的確に行い、被害を最小限にとどめるため、危機管理体制の整備を行う。 
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３ 国民保護体制の整備    

    武力攻撃や大規模テロによる災害発生時に、国、県、市町村、指定地方公共機関等が相互

に連携し、住民避難や応急措置等を的確かつ迅速に行えるよう、国民保護計画に基づき、国

民保護体制の整備を行う。 

 

４ 情報通信体制の整備  

   各種防災情報を提供する総合防災情報システムの適切な運用を行うとともに、信頼性や操

作性等の向上のため、新たなシステムの開発を進める。 

また、大規模災害時においても県災害対策本部が適切に運営できるよう、災害対策本部会

議室の浸水対策など、耐災害性の強化を進める。 

 

５ 東日本大震災避難者等の支援 

  本県へ避難された方々への各種支援策を実施するとともに、被災地支援に関する各部局の

取組状況の取りまとめや情報共有を図る。 

 

消 防 保 安 課        

１ 消防対策 

  (1) 消防体制の充実整備 

   市町村の消防が十分に行われるよう市町村との連絡及び市町村相互の連絡協調を図るほ

か、消防学校において、消防職・団員などに対し社会情勢に対応した教育訓練を実施する。 

   また、救急救命処置や救急業務を取り巻く課題に対応した教育訓練の実施や、消防機関

と医療機関の連携の強化による救急搬送体制の充実に努める。 

      さらに、一般財団法人岡山県消防協会と連携し、消防職・団員の表彰や消防操法訓練大

会の開催のほか、地域防災の要である消防団の充実強化のため女性・若手消防団員の確保

促進に努める。 

  (2) 広域応援体制の充実 

      大規模な災害や特殊な災害などが発生した場合に、市町村の区域を越え広域的な応援体

制が確保できるよう、県内消防広域応援協定による広域応援体制の強化を図る。また、他

県の大規模災害への派遣に備えて、緊急消防援助隊の体制整備を行う。 

  (3) 火災予防行政の推進 

   市町村や消防本部と一体となって、女性防火クラブ等とも協働しながら、県民の防火意 

  識の高揚や一般住宅に設置が義務付けられた住宅用火災警報器の普及を図り、火災予防を

推進する。 

      

２ コンビナート地区災害防止対策 

  (1) 防災本部の運営等 

    「岡山県石油コンビナート等防災本部」及び「広島県及び岡山県石油コンビナート等防 

  災本部協議会」の運営を通じ、石油コンビナート等防災計画の見直しを行うなど、総合的 

  な防災体制の確立を図る。 
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  (2) 事故防止対策の推進 

      国、倉敷市をはじめ、水島コンビナート地区保安防災協議会等との連携を密にし、事業 

  所に対して事故防止の徹底と自主保安体制の強化を指導するほか、事故の発生状況を踏ま 

  え、防災関係機関やコンビナート事業所をメンバーとする「水島コンビナート事故防止対 

  策会議」を開催するなど事故防止の一層の徹底を図る。 

  (3) 災害対策の充実 

      岡山県防災資機材センターの充実整備に努めるとともに、南海トラフ地震等を想定し、 

国・県・倉敷市及び防災関係機関が一体となった総合防災訓練を実施する。 

 

３ 保安対策 

  (1) 高圧ガス 

      コンビナート事業所における高圧ガス設備に係る許認可を通じ、高圧ガス保安対策の充

実を図るとともに、検査体制を引き続き強化する。 

   また、高圧ガス保安団体と連携して、事業所の自主保安体制の整備に係る指導を行うほ 

  か、高圧ガス保安活動促進週間（10 月 23 日～29 日）を中心とした保安大会や講習会を開

催し保安意識の高揚を図る。 

      液化石油ガスについては、液化石油ガス保安指導員による販売事業者や保安機関の指導

を強化するとともに、一般社団法人岡山県ＬＰガス協会との連携のもとに消費者に対する

ＬＰガスの安全な使い方の啓発など保安対策を積極的に推進する。 

  (2) 火薬類 

    火薬類による事故の防止と盗難や不正流出を防止するため、火薬類取締法に基づく許認 

可・検査事務を通じて事業者への保安指導を強化するとともに、火薬類危害予防週間（６ 

月 10 日～16 日）の一環として、一般社団法人岡山県火薬類保安協会と共催で岡山県火薬 

類危害予防大会を開催する。 

  (3) 電気 

      電気工事業法に基づく電気工事業者の登録等を通じて、電気工事が適正に実施されるよ 

    う指導を行う。また、電気工事士法に基づき、第一種・第二種電気工事士免状を交付する。 

(4) 危険物取扱者・消防設備士 

   消防法に基づく危険物取扱者免状及び消防設備士免状の交付、保安講習会の実施を通じ

て、危険物や消防設備等に係る規制制度の的確な運用を図る。 

 

４ 航空消防防災活動 

    消防防災ヘリコプター｢きび｣を運航し、県消防防災ヘリ基地を拠点に、その高速性、機動

性を生かした救急搬送や火災消火、負傷者救助などの航空消防防災活動を実施し、市町村の

消防を支援する。 

  また、地震等の大規模災害時に必要となる被害状況の迅速な把握や孤立住民の救助活動な 

どに備え、市町村等と連携して随時訓練を実施し、全県的な消防防災力の向上を図る。 

    併せて、切れ目のない航空消防防災活動を展開するため、岡山市消防ヘリ、ドクターヘリ

及び近隣県消防防災ヘリとの間で効果的な相互応援が可能となるよう、連携を強化する。 
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公 聴 広 報 課        

１ 公聴活動の推進 

   県民の県政に対する意見・ニーズ等を的確に把握する公聴活動を幅広く実施し、県民の声

の県政への反映に努めるとともに、県民の県政への参画を促進する。 

  (1) 「知事と一緒に生き活きトーク」の開催 

     知事と県民が自由・率直に話し合う場を設けて、幅広く県民の意見や提言を聴取する。 

  (2) 「県政への提言」の運営 

     県政に対する提言等を手紙、はがき、ファックス、インターネットにより受け付け、提

言者に回答するとともに、県民への周知が適当なものについては、県ホームページで公開

する。 
 

２ 広報活動の推進 

    各種広報媒体の特性を生かしながら、県政情報を的確に県民に提供し、効果的でタイム 

リーな県政広報を推進する。 

  (1) 刊行物の発行 

   ア  岡山県広報紙「晴れの国おかやま」（隔月発行） 

   イ  点字広報「おかやま」（毎月発行） 

   ウ  県政広報資料（毎月メ－ルで配信） 

  (2) 新聞紙面・雑誌での広報 

  (3) テレビ・ラジオによる広報 

   ア テレビ：お知らせ番組、企画番組 

   イ ラジオ：お知らせ番組 

 (4) インターネットによる広報 

  ア 県ホームページに加え、動画投稿サイトを活用した効果的な情報提供 

    イ  メールマガジン、フェイスブック、ＬＩＮＥ、ツイッター、インスタグラムを活用し

た機動力のある情報提供 

 (5) パブリシティの活用 
 

３ イメージアップ・情報発信の推進 

本県の認知度向上を目指し、観光誘客や移住促進などを後押しするイメージアップ戦略を

推進するとともに、本県の総合的な情報発信力の強化を図る。 

  (1) イメージアップ戦略の推進 

本県の主力商品（観光資源、居住・操業環境、県産果物等）の販売促進につながるイ 

メージアップ戦略を進め、本県の認知度向上を図る。 

  ア 動画等を活用したプロモーション 

  イ ポータルサイト「ようこそ！晴れの国おかやま」の充実 

  ウ 岡山県マスコット「ももっち」「うらっち」の活用 

 (2) 首都圏での情報発信力の強化 

   ＰＲ専門会社を活用した首都圏メディアに対するアプローチを積極的に行い、効果的な

取材誘致を進めるとともに、メディア側のニーズ把握と県の素材の直接的な提供を行う。 

  ア メディア担当者への訪問 

  イ メディアの取材を意識したイベントプロデュース 

ウ 「主力商品販売強化会議」（毎月開催）による庁内連携の推進 
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(3)  関係団体、県ゆかりの人等と連携した取組 

商工会議所や県人会、晴れの国大使等と幅広く連携を進めながら魅力発信と愛着度向上

を図る。 

  ア 「おかやま晴れの国大使」等の県外在住者とのネットワーク強化 

  イ 「晴れの国おかやま検定」の受検者拡大に向けたＰＲ強化 

 

政 策 推 進 課        

１ 新晴れの国おかやま生き活きプランの推進 

「生き活き岡山」の実現に向けて、新生き活きプランを総合的、効果的に推進する。選択

と集中の観点から施策や事業の見直しを行うため、行政評価や県民満足度調査を実施する。 

  (1) 行政評価 

 政策から施策、事務事業までを体系化し、指標の達成度を重視した客観的な評価を行う   

ことにより、施策・事業の必要な見直し・改善を図る。 

  (2) 県民満足度調査 

   プランに掲げる項目に関連した県民満足度と、県施策の重要性についての県民の意向を

把握し、今後の施策展開の基礎資料とするため、アンケート方式の調査を実施する。 

 

２ 第３次晴れの国おかやま生き活きプラン（仮称）の策定 

   新晴れの国おかやま生き活きプランの行動計画期間が令和２年度で終了するため、第３次

晴れの国おかやま生き活きプラン（仮称）を策定する。 

 

３ 平成 30年７月豪雨災害からの復旧・復興 

  本県に甚大な被害をもたらした豪雨災害からの一日も早い復旧・復興を実現するため、「平

成 30年７月豪雨災害からの復旧・復興ロードマップ」に基づき、被災者の生活再建支援、公

共施設等の復旧、地域経済の再生などの取組を推進する。 

 

４ 部局横断型政策課題への取組の推進 

   政策推進会議の開催等により、県庁内部における政策議論の活性化や方針決定の迅速化な

ど政策推進機能の強化を図るとともに、部局横断的な緊急課題について機動的に対応する。 

 

５ 地方分権改革の推進 

地方が自己決定・自己責任の下で地域の実情に応じた施策を展開できるよう、引き続き、

全国知事会等と連携しながら、国から地方への事務・権限の移譲や義務付け・枠付けの見直

しをはじめとした地方に対する規制緩和の実現に取り組むとともに、地方税財源の充実強化

等を国に対し強く働きかける。 

 

６ 広域連携等の推進 

県の枠組みを越えた行政課題に適切に対応するため、中国地方知事会や近隣県との両県知

事会議での合意等を踏まえ、様々な分野で全庁的な取組を促進し、広域連携を積極的に推進

する。 

併せて、市町村との連携について、各施策が相乗的な効果を発揮し、県全体の発展に資す

るよう一層の強化を図る。 
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地方創生推進室 

  人口減少問題等に対応するため、「おかやま創生総合戦略」に掲げる対策を市町村など多様

な主体と連携しながら、迅速かつ的確に推進する。対策の実効性を確保するため、総合戦略に

掲げる基本目標と重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況を検証し、対策に基づく施策・事業

の見直しや改善を行う。 

 

１ おかやま創生推進連携プロジェクト 

   おかやま創生総合戦略に掲げる基本目標達成の加速に向けて、政策間連携のほか、市町村 

 をはじめ、大学、企業、ＮＰＯ等様々な主体との連携を重視したプロジェクトに取り組む。 

中でも、「地域課題解決支援プロジェクト」については、県と市町村が連携して具体的な

解決策と事業化モデルを開発することにより、地域課題の解決に取り組む。 

 

（参考） 

 ・地域課題解決支援プロジェクトのテーマ 

(1) 地域を支え合う共助の仕組みづくり 

(2) 高校生の地元就職促進 

 

２  地方創生関係交付金及び企業版ふるさと納税の活用 

おかやま創生総合戦略に掲げる各種施策を効果的に実施するため、地方創生関係交付金及

び企業版ふるさと納税の積極的活用を図る。 

地方創生関係交付金については、各部局との連携による事業検討や市町村における交付金

事務の支援等を通じて地方創生につながる事業を推進する。 

また、企業版ふるさと納税についても、各部局と連携し、国のマッチング会や企業訪問な

どの機会を通じてＰＲすることで寄附の獲得を目指す。 

 

（参考） 

 ・令和２年度地方創生推進交付金の交付決定額     ７０６，６９７千円 

 

３ 第２期おかやま創生総合戦略（仮称）の策定 

 現行のおかやま創生総合戦略の計画期間が令和２年度で終了するため、第２期おかやま創

生総合戦略（仮称）を策定する。 

 

統 計 分 析 課        

 令和２年度は、５年に一度の「国勢調査」や、毎年実施している「労働力調査」等の受託統

計調査 11件及び県単独統計調査２件、加工統計４件を実施するとともに、統計情報を分析・活

用した県施策の推進、統計の普及及び活用の促進を図る。 

 

１ 受託統計調査 

所   管 統 計 調 査 名             調査期日     （周期） 
 

総 務 省 
 

国勢調査 

労働力調査 

10月１日（５ 年） 

（毎  月） 
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総 務 省 

 

 

家計調査 

小売物価統計調査 

経済センサス（基礎調査）（公営事業所のみ） 

経済センサス（調査区管理） 

経済センサス（活動調査） 

（毎  月） 

（毎  月） 

６月１日（毎 年） 

４月１日（毎 年） 

（調査準備） 

文部科学省 
学校基本調査 

学校保健統計調査 

５月１日（毎  年） 

４～６月（毎 年） 

厚生労働省 毎月勤労統計調査 （毎   月） 

経済産業省 工業統計調査 ６月１日（毎 年） 

 

２ 県単独統計調査 

  (1) 岡山県毎月流動人口調査 

  (2) 岡山県鉱工業指数作成調査 

 

３ 加工統計 

  (1) 岡山県鉱工業指数 

  (2) 岡山県県民経済計算 

(3) 岡山県市町村民経済計算 

(4) 岡山県産業連関表 

 

４ 統計情報の分析・活用及び統計の普及 

   統計分析員を配置することなどにより、各種統計情報の分析・活用を一層進め、効果的な

県政の企画立案や施策の推進を図る。 

 また、ブロック別統計指導者講習会の開催や「統計グラフコンクール」の実施、「101の

指標からみた岡山県」、「岡山のすがた」等の発行、ホームページによる調査結果の公表等

を行い、統計の普及や活用を促進する。 
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総 務 学 事 課        

１ 情報公開の推進と個人情報の保護 

    県民の県政に対する理解と信頼を深め、県民参加による公正で開かれた県政の一層の推進 

  を図るため、行政情報の公表、行政資料の提供、行政情報相談・案内等の情報提供施策の充 

  実に努めるとともに、公文書の開示を適切に実施することにより県民に対する説明責任を果

たしていく。 

    また、個人の権利利益の保護を図るため、個人情報保護条例に基づき、県が保有する個人 

  情報の適正な取扱いを確保するとともに、自己情報の開示、訂正、利用停止等の請求に対し 

  適切に対応する。 

 

２ 私学教育の振興 

  私立学校は、独自の建学精神と教育方針のもとに、特色ある教育を行うとともに、公教育 

 の重要な一翼を担っている。 

  こうした私学の重要性を踏まえ、経営の健全性を高め、教育条件の維持・向上や保護者負 

 担の軽減を図るため、経常費補助や特色ある教育の推進に対する補助、修学支援事業などを

通じて、私学教育の振興に努める。 

 

３ 公立大学法人岡山県立大学の運営 

岡山県立大学は、総務大臣及び文部科学大臣の認可を得て、平成 19 年４月１日に地方独立

行政法人化された。 

県は、法人の設立団体として、地方独立行政法人法に基づく各種事務手続を行うとともに、  

県立大学が地域に期待される拠点大学となるよう働きかけを行っていく。 

  

（参考） 

 ・ 私立学校の状況（R1.5.1現在、総務学事課調べ） 

(単位：校、人) 

学校種別 学校数 生徒数 

高 等 学 校        

中等教育学校        

中 学 校        

小 学 校        

幼 稚 園        

専 修 学 校        

各 種 学 校        

25 

1 

9 

4 

35 

51 

15 

18,719 

144 

2,302 

1,043 

6,137 

9,010 

1,284 

計 140 38,639 

（注１） 高等学校には、全日制、通信制、専攻科を含む。 

（注２） 幼稚園には、学校法人が設置した幼保連携型認定こども園を含む。 
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  ・ 令和２年度私学助成費の概要                                       （単位：千円） 

補助金等の名称         内               容 
令和２年度 

当初予算額 

私立学校経常費補助金 高等学校・中等教育学校・中学校・小学校・幼稚園を設

置する学校法人に対する、教育条件の維持向上、保護者

負担の軽減等を図るための助成 

6,659,626 

私立学校教育改革等推進補

助金 

 

高等学校・中等教育学校・中学校・小学校・幼稚園を設

置する学校法人に対する、進路指導の充実や規範意識の

醸成、外国語教育など私立学校の特色ある教育を推進す

るための助成 

163,598 

日本私立学校振興・共済事

業団補助金 

私立学校教職員共済法第35条第４項の規定による助成（

長期給付掛金補助） 

78,546 

私立学校等人権教育指導補

助金 

私立学校等における様々な人権問題についての理解と

認識を深める教育の総合的な推進を図るための助成 

9,981 

岡山県専修学校各種学校振

興会補助金 

岡山県専修学校各種学校振興会運営費の一部助成 

 

1,760 

岡山県

私学振

興財団

補助金 

退職金給付事業 私立学校教職員に支給する退職金給付財源の助成 

 

183,121 

奨学金貸与事業 私立高等学校奨学金及び学校法人立私立専修学校奨学

金の貸付財源の助成 

5,434 

私立専修学校設備整備費等

補助金 

私立専修学校・各種学校の教具等の購入及び私立専修学

校の情報化教育に要する経費の助成 

18,000 

私立高等学校特色教育施設

設備整備費補助金 

私立高等学校が、特色ある教育を推進するための施設の

整備及び機器備品の購入に要する経費の助成 

10,000 

高等学校通信教育振興奨励

費補助金 

私立高等学校通信制課程在学生の修学条件の改善を図

るための助成 

255 

私立学校耐震化促進事業補

助金 

学校法人が実施する私立学校の耐震診断・耐震補強工事

・耐震改築工事に要する経費の助成 

85,400 

私立

高等

学校

修学

支援

事業 

高等学校等就学支

援金 

私立高校生等に対する就学支援金の支給 4,921,799 

私立高等学校納付

金減免補助金 

経済的理由により修学に支障をきたす生徒に対する納

付金減免のための助成 

318,563 

奨学のための給付

金 

私立高等学校等に通う生徒のいる年収270万円未満の世

帯に対して、教科書費等として給付金を支給 

257,961 

幼児教育支援事業補助金 私立幼稚園及び認定こども園を設置する学校法人等に

対する施設整備や遊具購入費用等に要する経費の助成 

368,566 

私立高校生留学支援事業 長期・短期留学する私立高校生への助成 3,684 

子育てのための施設等利用

給付費県費負担金 

私立幼稚園における幼児教育の無償化に要する費用の

一部を負担 

220,022 

高等教育の修学支援事業 私立専門学校における低所得者世帯の生徒に対する授

業料等減免に要する費用を負担 

655,516 

合    計  13,961,832 
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人 事 課        

 地方分権型社会に対応していくため、職員には、時代の変化に機動的かつ柔軟に対応し、県

政を取り巻く様々な課題に対し、県民の目線に立ち迅速かつ的確に政策を立案し、効率的・効

果的に実行していくことが求められている。このため、職員一人ひとりが不断の取組として意

識改革を図り、持てる能力を最大限発揮できるよう、今年度は、次の事項に重点的に取り組む。   

 

１ 人事評価制度 

 職員の資質、能力及び勤務意欲の向上、ひいては効率的で質の高い行政組織への転換を図

ることを目的として、人事評価制度を引き続き実施し、職員の昇給、勤勉手当等に評価結果

を活用する。 

 

２ 女性の登用等       

岡山県子育て・女性職員活躍推進計画に沿って、仕事と家庭・育児の両立支援対策に取り

組むとともに、女性職員がその能力を十分発揮できるよう、多様な分野への積極的な登用に

よる幅広い職務経験の付与、資質向上や意識啓発のための各種研修への参加機会の確保を図

る。 

 

３ 公務員倫理 

   公務員倫理の高揚を図るため、服務規律の一層の浸透を図る。 

 

４ 意識改革・人材育成 

   岡山県人材育成基本方針に沿って自治研修所や職場内での研修を行い、意欲と目標を持っ 

 て自らのキャリアを形成する意識を醸成するとともに、職場全体で人材を育てるという意識 

  のもと、職員の意識改革を進め、前例にとらわれない柔軟な発想力を持ち、多様化する行政 

  ニーズに的確に対応できる優秀な人材の育成に取り組む。 

  また、職員の視野の拡大やモチベーションの向上を図るため、若手職員には多様な分野を 

  経験させるとともに、職種間の人事交流を積極的に行う。 

    さらに、日常の業務とは異なる体験をさせ、自己改革や発想の転換を図り、通常の研修で 

  は得ることのできないノウハウや知識の習得に向けて、民間企業や他県、市町村等と引き続 

  き人事交流を行う。 

    

５ 勤務時間の適切な管理とゆとり創造 

  仕事と余暇のバランスがとれた豊かな生活の実現を図るため、時間外勤務の縮減、年次休 

  暇の取得促進等に努める。 

 

６ 各種福利厚生事業の実施     

   地方職員共済組合岡山県支部及び一般財団法人岡山県職員互助会と連携し、各種の給付事 

 業、職員寮及び福利厚生施設の助成、レクリエーション事業などを行うとともに、福利厚生 

 施設の管理を行う。 
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７ 健康管理    

  心身の健康の保持増進及び疾病の早期発見と早期治療を図るため、各種健康診断の実施を 

  はじめ、ストレスチェックや健康教育、相談事業の実施、保健師等による事後指導に努める 

ほか、安全衛生体制及び職場環境の整備を図り、健康で働きがいのある職場づくりをトータ 

ルヘルスプラン対策事業として積極的に推進する。 

 

行政改革推進室          

 これまで数次にわたり、全国的にも極めて厳しい内容を盛り込んだ行財政改革大綱を策定し、

あらゆる分野において抜本的な行財政改革に取り組んできた。 

 今後とも、持続可能な行財政運営を行うため、岡山県行財政経営指針【平成２９年３月版】

に基づき、引き続き、これまでの行財政改革の取組の成果を維持しつつ、事務事業や仕事のや

り方の見直し、職員の意識改革、簡素で効率的な組織体制の整備など不断の改革・改善に取り

組む。 

 また、岡山県内部統制基本方針（令和２年１月策定）に基づき、事務の適正な執行の確保に

組織的に取り組む。 

 

１ 執行体制の整備 

スクラップ・アンド・ビルドを基本に、職員数の最適化を図りつつ、限られた人材を戦略

的に配置するなど、より実行力を発揮できる体制の構築に取り組む。 

 

２ 職員の意識改革 

 職員一人ひとりが、携わる業務の効果や効率性、県民への貢献度について考え、組織内で

議論し、改革に取り組むという組織風土を醸成していくため、ひとり１改善運動の活性化等

に取り組む。 

 

３ 公の施設 

施設の設置意義の検証など不断の見直しに取り組むとともに、引き続き、コンセッション

方式等に係る国や他県の動向も踏まえつつ、ＰＦＩなど民間能力の活用方策を検討し、質の

高いサービスの提供に努める。また、指定管理者制度を導入している施設のうち５施設につ

いては、今年度末に指定期間が満了することから、次期指定管理者の選定を行う。 

 

４ 外郭団体 

「岡山県外郭団体の設立及び運営指導に関する指針」及び「岡山県外郭団体の見直し基準」

に基づき、設立意義や事業の必要性、県の関与の在り方等の観点から不断の見直しに取り組

む。 

 

５ 内部統制 

  業務の効率的かつ効果的な遂行を目的に、業務プロセスの可視化やチェック項目の明確化 

に取り組むなど、財務に関する事務の適正な執行の確保を図る。 
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（参考） 

[本庁組織] 

 部等 局・室 課 課内室 課内班等 係 備  考 

H 9.4.1 8 7 75 2 49 193 H 9.11 第１次行革大綱策定 

H11.4.1 8 5 70 2 56 193 H11.11 第２次行革大綱策定 

H15.4.1 8 5 68 5 58 166 H15.11 第３次行革大綱策定 

H17.4.1 9 3 69 4 228  H17.12 改訂第３次行革大綱策定 

H20.4.1 9 2 67 7 214  H20.12 行財政構造改革大綱2008策定 

H21.4.1 9 1 66 8 206   

H22.4.1 9 1 64 6 207  本庁組織の再編 

H23.4.1 9 1 64 6 199   

H24.4.1 9 1 63 7 199  新エネルギー推進室の設置 

H25.4.1 9 1 63 7 194  マーケティング推進室の設置 

H26.4.1 9 1 62 7 195  債権対策室の設置 

H27.4.1 9 1 62 7 195  農業普及指導センターの再編 

H28.4.1 9 1 62 7 196  鳥獣害対策室の設置 

H29.4.1 9 1 64 6 198  地方創生推進室の設置 

H30.4.1 9 1 64 7 196  指導監査室の設置 

H31.4.1 9 1 64 10 199   

R2 .4.1 9 1 64 11 200  全国植樹祭推進室の設置 

 

[定数(教育庁、警察本部を除く)]                            （単位：人） 

 

 

 

H 9.4.1 

定数 

 

H11.4.1 

定数 

 

H15.4.1 

定数 

 

H17.4.1 

定数 

 

H20.4.1 

定数 

 

R2.4.1 

定数 

 

増減 

対H9 対H20 

知 

事 

部 

局 

一般定数 5,305 5,136 4,823 4,634 4,178 3,533 ▲ 1,772 ▲ 645 

派遣・出向・休暇等 265 264 220 180 181 61 ▲  204 ▲ 120 

特定事業定数 167 171 158 182 99 139 ▲  28 40 

計 5,737 5,571 5,201 4,996 4,458 3,733 ▲ 2,004 ▲ 725 

 

 

諸 

 

局 

 

 

議会事務局 38 38 38 38 38 31 ▲ 7 ▲ 7 

選管事務局 5 5 5 5 5 7 2 2 

監査事務局 17 17 17 16 16 13 ▲ 4 ▲ 3 

人事委事務局 16 15 14 14 14 12 ▲ 4 ▲ 2 

労委事務局 15 14 12 12 11 9 ▲ 6 ▲ 2 

漁調事務局 8 8 8 8 7 6 ▲ 2 ▲ 1 

計 99 97 94 93 91 78 ▲ 21 ▲13 

企 業 局 185 185 185 185 137 120 ▲ 65 ▲17 

備   考
 H9.11 

1次大綱 

H11.11 

2次大綱 

H15.11 

3次大綱 

H17.12 

改訂3次大綱 

H20.12 

大綱2008 
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財 政 課        

 令和２年度予算は、平成 30年７月豪雨災害から２年が経過することを念頭に、「より災害に

強く、元気な岡山」を目指し、引き続き、復旧・復興に全力で取り組むとともに、「生き活き

岡山」の実現に向け、教育の再生、産業の振興、人口減少問題への対応など、より実効性の高

い施策を着実に推進することで、好循環の流れをさらに力強いものにし、本県の持続的な発展

に結びつけるための予算編成とすることを基本方針として編成した。 

 一般会計の当初予算額は 7,465 億円で、消費税率引上げの影響により、地方消費税清算金及

び市町村交付金が大幅に増加することなどから、前年度当初予算額に対し 101.6％となった。 

特別会計は 4,538億円で、対前年度比 102.4％となっている。 

 

令和２年度当初予算額一覧表 

 

            （単位：百万円）

（Ｂ）－（Ａ） （％）

( 472,771 ) ( 499,366 ) ( 26,595 ) ( 105.6    )

515,814 540,250 24,436 104.7    

( 98,768 ) ( 100,014 ) ( 1,246 ) ( 101.3    )

103,479 103,864 385 100.4    

般 ( 59,600 ) ( 60,286 ) ( 686 ) ( 101.2    )

112,533 112,208 △ 325 99.7     

( 9,763 ) ( 8,391 ) ( △ 1,372 ) ( 85.9     )

74,066 74,444 378 100.5    

( 544,436 ) ( 569,192 ) ( 24,756 ) ( 104.5    )

734,823 746,457 11,634 101.6    

( 544,436 ) ( 569,192 ) ( 24,756 ) ( 104.5    )

1,178,048 1,200,212 22,164 101.9    

（　　）は一般財源

　　予算額　（Ａ） 　　予算額　（Ｂ）

義 務 的 経 費

区　　　　　分
令和元年度当初 令和２年度当初 増　減　額 （Ｂ）／（Ａ）

一 般 行 政 経 費

社 会 保 障
関 係 費

一

会

計

人 件 費
101.1    )

101.4    193,991 2,626191,365

)

合   　　　　　計

一般会計の計

特 別 会 計 の 計

企 業 会 計 の 計
3,073 117.0    

10,530

( 1,734 ) (( 163,144 ) ( 164,878

)

103,078 104,451 1,373

) ( 1,380 ) ( 101.4    ( 97,333 ) ( 98,713

そ の 他
( 113,526 ) ( 135,761

101.3    
公 債 費

)

117,892 137,944 20,052

) ( 22,235 ) ( 119.6    

( 605 ) ( 102.6    )

117.0    

103.9    28,297 29,404

事 業 費
( 36,348 ) ( 36,429

1,107
運 営 費

( 23,252 ) ( 23,857 )

)

84,236 82,804 △ 1,432

) ( 81 ) ( 100.2    

( 79.1     )

98.3     

( 12,065 ) ( 9,540 )

88.3     106,476 93,999
投 資 的 経 費

国 直 轄 事 業
負 担 金

( 1,307 ) (

△ 12,477

( △ 2,525 )

公 共 事 業 等 費

68.9     )

14,501 12,023 △ 2,478

901 ) ( △ 406 ) (

82.9     

災 害 復 旧
事 業 費

( 995 ) ( 248 )

17,909 7,532 △ 10,377

) ( △ 747 ) ( 24.9     

42.1     

18,116 21,189

443,225 453,755 102.4    
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            （単位：百万円）

（Ｂ）－（Ａ） （％）

( 98,768 ) ( 100,014 ) ( 1,246 ) ( 101.3    )

103,479 103,864 385 100.4    

（　　）は一般財源

            （単位：百万円）

（Ｂ）－（Ａ） （％）

( 9,763 ) ( 8,391 ) ( △ 1,372 ) ( 85.9     )

74,066 74,444 378 100.5    

（　　）は一般財源

6,566

14,089

68927,25326,564

12,982 12,956

18,18217,882

44,73141,664

6,627

公共事業等費の内訳（一般会計）

△ 57845,47346,051

区　　　分
令和元年度当初 令和２年度当初 増　減　額 （Ｂ）／（Ａ）

社会保障関係費の内訳（一般会計）

　　予算額　（Ａ） 　　予算額　（Ｂ）

( △ 610 ) (

区　　　分
令和元年度当初 令和２年度当初 増　減　額 （Ｂ）／（Ａ）

計

98.7     )

98.7     

)

医 療
( 45,186 ) ( 44,576 )

計

介 護
( 26,558 ) ( 27,246

( △ 1,702 ) (

　　予算額　（Ａ） 　　予算額　（Ｂ）

( △ 114 ) ( 96.3     )

107.4    

75

101.8    

) ( 688 ) ( 102.6    

102.6    

子 ど も
( 15,671 ) ( 16,858 ) (

300 101.7    

107.6    )1,187 ) (

99.8     
そ の 他

( 11,353 ) ( 99.8     )( 11,334 ) ( △ 19 )

補 助 公 共
( 3,063 ) ( 2,949 )

△ 26

3,067

単 独 公 共
( 2,565 ) (

14,164

)

100.5    

維 持 修 繕
( 4,072 ) ( 2,370 )

2,610 ) ( 45 ) (

61

58.2     )

( 399 ) (

100.9    

そ の 他
( 63 ) ( 462 )

△ 2,825 76.0     8,92211,747

733.3    )
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財 産 活 用 課        

１ 県有財産の管理 

庁舎等県有財産の適切な維持管理や有効活用、未利用財産の積極的な売却など、引き続き

県有財産の管理・処分等を着実に行っていく。 

公用又は公共用に供する土地等の取得・処分に関しては、「岡山県用地調整幹事会」にお

いて協議・調整を行うとともに、特に公有財産に関する重要事項については、「岡山県公有

財産審議会」において調査・審議を行う。 

 

２ 公共施設マネジメントの推進 

    公共建築物及びインフラ施設については、平成 29年３月に策定した「岡山県公共施設マネ

ジメント方針」に基づき、修繕・更新、耐震化等の実施計画である個別施設計画の策定を進

める。 

今後、この計画に基づき、公共施設の老朽化対策に取り組むことにより財政負担の軽減・

平準化と行政需要に応じた施設機能の確保を図る。 

 

３ 県庁舎耐震化整備 

  災害発生時にも、安全が確保され、災害対策拠点として機能が維持できる庁舎整備に向け、

南海トラフ地震の想定最大震度（６弱）に対する耐震性を有していない本庁舎（本館）及び

議会棟（旧館）について、耐震化対策、長寿命化対策、浸水対策など機能継続対策及び庁舎

環境の整備を進める。 

 

税 務 課        

１ 県税収入予算 

    令和２年度の県税収入については、国の地方財政計画、景気動向、税収の推移、主要企業

に対するアンケート調査の結果などを勘案して、令和元年度の当初予算を 64 億円上回る約

2,414 億円（対前年比 2.7%増）を計上している。 

 

２ 税収確保対策 

   収入率の向上を図るため、次の取組を実施する。 

  (1) 個人県民税の徴収対策 

      個人県民税は県税の基幹的な税目であり、その滞納額は県税全体の滞納額の約７割を占

めている。その徴収対策として、平成 28 年度から開始した特別徴収の徹底の取組につい

て、引き続き市町村と共同して着実に実施する。また、「岡山県滞納整理推進機構」にお

いて、市町村から引き継いだ徴収困難な事案について、財産調査や捜索を徹底的に行い、

所得や財産を発見した場合は直ちに差押えや公売を行うなど、迅速な滞納整理を進める。 

   また、各県民局においても、引き続き県市町村税連絡会議の実施や税務職員の市町村へ

の派遣等、市町村と連携した徴収対策を進める。 

  (2) 個人県民税以外の徴収対策 

    引き続き、徴収体制の強化、コールセンターの設置や迅速・厳正な滞納処分などに取り

組むとともに、財産調査から滞納処分までの統一的な業務スケジュールに基づく単年度整
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理の徹底など、滞納整理の一層の効率化を図る。 

  (3) 課税調査の徹底 

      税負担の公平性及び税収確保の観点から、外形標準課税調査、事務所等設置届未提出法

人の調査並びに不正軽油や免税証の不正使用の撲滅等、独自の課税調査を徹底して行うこ

とが極めて重要であることから、調査体制を確立するとともに、研修や事例研究等により、

調査技術の向上を図りつつ、計画的かつ着実に調査を実施する。 

 

３ 納税環境の整備 

    納税の利便性向上及び電子自治体の推進に資するため、市町村等と連携して地方税電子共

通納税システムの利用率向上を図るため広報に努めるとともに、インターネットを利用した

自動車税のクレジット納付に加え、新たにスマートフォン決済サービスの導入など、納付方

法の多様化に向けた取組を進める。 

 

４ ふるさと納税の推進 

  本県にゆかりのある方、本県を応援したい方々への周知や、県立学校の教育環境整備及び

県立図書館の蔵書購入の事業への賛同者から寄附を募る取組等を通じ、引き続きふるさと納

税を推進する。 

なお、返礼品の贈呈については、本県の魅力を知らせることによる知名度向上や観光誘客

等を図る観点から、国の定める基準に沿って、適切に実施する。 
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（参考） 

・ 令和２年度県税収入予算                              （単位：千円，％） 

         区 分 

税 目 

当  初  予  算  額 

予  算  額 対前年度予算比 

個 人 県 民 税 50,786,201    101.9      

個 人 事 業 税  1,946,212     102.3       

法 人 県 民 税 7,009,781     80.1        

法 人 事 業 税 49,022,492     101.5        

利 子 割 県 民 税 443,162     49.2        

配 当 割 県 民 税 2,330,582     82.6        

株式等譲渡所得割県民税 1,387,760    64.1        

地方消

費 税 

譲 渡 割 46,329,333     127.5        

貨 物 割 26,543,184      97.2        

不 動 産 取 得 税 4,370,988      94.1        

県 た ば こ 税 1,997,430       96.7        

ゴ ル フ 場 利 用 税 612,722     101.0        

自 動 車 取 得 税  -          皆減      

軽 油 引 取 税 20,337,527    97.8        

自動車税 旧 自 動 車 税 57,986    0.2       

環 境 性 能 割        2,101,354         247.0 

種 別 割        25,403,998          皆増 

鉱 区 税 10,648     100.6     

狩 猟 税 16,107      93.4       

産 業 廃 棄 物 処 理 税 648,613       98.7      

（県  税  計） 241,356,080     102.7      

地 方 法 人 特 別 譲 与 税 -       皆減     

特 別 法 人 事 業 譲 与 税 31,858,931       皆増     

地 方 揮 発 油 譲 与 税 2,510,914     96.6     

石 油 ガ ス 譲 与 税 99,676    78.7      

自 動 車 重 量 譲 与 税 168,070          128.9 

地 方 道 路 譲 与 税 10    100.0     

森 林 環 境 譲 与 税 117,852         150.0 

航 空 機 燃 料 譲 与 税 82,186       103.4      

（譲 与 税 計） 34,837,639      101.3      
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（参考） 

 ・ 令和２年度地方消費税清算金予算                     （単位：千円，％） 

 

 

 

  

         区 分 

清算金 

当  初  予  算  額 

予  算  額 対前年度予算比 

地方消費税清算金（歳入） 87,164,798    126.5      

地方消費税清算金（歳出） 72,461,174     120.4      

  

 ・ 令和２年度市町村交付金予算                            （単位：千円，％） 

         区 分 

交付金 

当  初  予  算  額   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予  算  額 対前年度予算比 

個 人 県 民 税 所 得 割 交 付 金 128,728   110.8      

利 子 割 交 付 金  266,376       49.8      

配 当 割 交 付 金 1,382,997    82.7      

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金  824,331      64.1      

法 人 事 業 税 交 付 金 2,331,404    皆増      

地 方 消 費 税 交 付 金 44,130,307    126.5      

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 429,731     101.1     

自 動 車 取 得 税 交 付 金 100    0.0     

環 境 性 能 割 交 付 金 1,106,292       248.3       

軽 油 引 取 税 交 付 金 6,098,669     100.3     

産 業 廃 棄 物 処 理 税 交 付 金 156,582    114.2     

（交 付 金 計） 56,855,517    121.9     

                                                                              

 



第５　総務部予算の概要

令和２年度 知事直轄、総合政策局、総務部関係当初予算一覧表
（単位：千円）

一　般

 当初予算額  当初予算額 予算額

特　　定 一　　般 特　　定 一　　般 財　源

224,401,732 7,300,753 217,100,979 249,670,102 6,306,036 243,364,066 111.3 112.1

人 件 費 9,256,295 1,157,135 8,099,160 10,334,732 173,097 10,161,635 111.7 125.5

公 債 費 103,078,252 5,745,661 97,332,591 104,450,747 5,738,092 98,712,655 101.3 101.4

社 会 保 障
関 係 費

－ －

そ の 他 112,067,185 397,957 111,669,228 134,884,623 394,847 134,489,776 120.4 120.4

17,993,854 5,758,571 12,235,283 21,712,954 8,886,498 12,826,456 120.7 104.8

運 営 費 3,139,072 182,614 2,956,458 3,036,360 200,010 2,836,350 96.7 95.9

事 業 費 14,854,782 5,575,957 9,278,825 18,676,594 8,686,488 9,990,106 125.7 107.7

5,020,693 5,020,693 5,593,686 5,593,686 111.4 －

公 共 事業 等費 5,020,693 5,020,693 5,593,686 5,593,686 111.4 －

国 直 轄 事 業
負 担 金

－ －

災害復旧事業費 － －

247,416,279 18,080,017 229,336,262 276,976,742 20,786,220 256,190,522 111.9 111.7

200,000 200,000 200,000 200,000 100.0 -

2,196,771 2,196,771 3,923,562 3,923,562 178.6 -

206,467,188 206,467,188 225,322,069 225,322,069 109.1 -

208,863,959 208,863,959 229,445,631 229,445,631 109.9 -

456,280,238 226,943,976 229,336,262 506,422,373 250,231,851 256,190,522 111.0 111.7

岡山県公債管理
特　別　会　計

特別会計の計

合　　　　計

義 務 的 経 費

一 般 行 政 経 費

投 資 的 経 費

一般会計の計

岡山県公共用地等
取得事業特別会計

岡山県収入証紙等
特　別　会　計

区　　　　分

令　　和　　元  　年　　度 令　　和　　２  　年　　度  前年度比（％）

財　　源　　内　　訳 財　　源　　内　　訳
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